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冒頭から私事で恐縮だが，河川洪水や浸水に関する

防災気象情報の改善に取り組んできて，洪水の被害は

堤防のかさ上げやダムの建設だけで完全になくなるも

のではないことを2000年のいわゆる東海豪雨の時に実

感した．このとき，本流の庄内川は溢水し支流の新川

は破堤したが，それらの洪水被害地域の上流では，下

流の大規模な洪水害を避けるため，市街地の水を庄内

川へ排水するポンプの運転を中止するきまりになって

いた．つまり，そのような時は上流域でも大雨になれ

ば浸水は避けられないということである．2005年台風

14号による記録的な大雨では，宮崎市でも約4000棟が

浸水した．その時，市内を流れる本流の大淀川からは

かろうじて溢水しなかったが，大淀川に流れ込む支流

の水が溢れて大水害となった．支流が大淀川へ合流す

る所にある水門が閉じられた中で，排水ポンプの能力

を超える大雨が発生ししたため，水門から上流で水が

溜まり，多くの住家が浸水したのである．それでも，

大淀川からの多量の水による大規模な浸水害の可能性

を考慮すると全体として浸水被害は少ないと言える．

水門の閉鎖はそのための苦渋の選択である．

このような大雨を想定した河川構造物の構築と水の

制御については，低頻度で発生する極端な大雨の他，

地形，土地利用形態，地価，都市部の社会インフラ等

のバランスの上で，全体として水害を最小限にする目

的で構造物が作られ，それらの運用ルールが決められ

ているということである．

このような洪水災害の複雑さを実感すると，河川構

造物がどのような環境のもとでどのように作られてい

るかを知ることが，気象災害としての洪水を知る上で

重要だと思わずにはいられない．

さて，今日紹介するのは，その河川工学に関する解

説書である．ただ，本の名前に「防災」が入っている

とおり，気象防災の分野の方にとって興味深い内容が

多く記載されており，河川工学に重きを置いた河川災

害に関する全般的な解説書ということができると思

う．

河川と河川災害について幅広くわかりやすく解説で

きているのは，著者が河川工学の専門家であるととも

に，長年建設省で河川行政の実務に携わっており，河

川管理に必要な他分野の内容についても熟知している

からと思われる．

このことは本の冒頭の，「御定杭（おさだめぐい）」

の紹介からもわかる．この杭は，元荒川の両岸の堤防

の高さを制限するために作られたもので，自分達の地

域の側にある堤防を高くして反対側の堤防を先に破堤

させ自分達の地域を洪水から守ろうとする，右岸と左

岸の住民の利害を調整するためにできた標識である．

洪水災害の軽減に利害調整が大きく関わっておりこれ

が河川管理の最重要課題のひとつであることを示すこ

とから，この本が始まっているのである．

本書の各章は，以下の通りである

第１章 河川工学の役割

第２章 降った雨が海に流れ出るまで

第３章 川を知る水文観測

第４章 川のグランドデザイン

第５章 水流を制御する河川構造物

第６章 洪水防御計画の考え方

第７章 洪水予測，予警報と洪水ハザードマップ

第８章 河川の機能を維持・保全する

この章立てで，水文，水理，水文観測，河道・堤防

の設計の考え方，構造物の紹介，洪水制御の考え方，

そして制御が及ばない場合の洪水予測，洪水ハザード

マップについて解説があり，最後に河川の水と河川環

境の維持・管理を，法的側面を含め解説してある．き

わめて多岐にわたった記述である．その一方で，講義

ノートをもとに執筆されたこともあり，内容は理路整

然としており，各章それぞれで必要と思われる項目を

できるだけ漏れのない様に解説してあるように思う．

ただ，対象がたいへん広く，多岐にわたっているた

めか，あるいはこれらに熟知した専門家が書いたため

か，興味深い事項や注意すべき点を含め，いずれの項

目も実にさらりと書いてある．そのため，気象防災の

観点から日頃疑問に感じていた点についての深遠な解

説や，様々な工夫の上でできている仕組みなどの面白

い所に気のつかない読者もあるのではないかと思う．

読み返していくうちに，興味が増す読者も少なくない

のではないだろうか．

この本には写真が比較的多く掲載されており，河川

構造物になじみのない読者にも名称と実物との関連が
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良くわかる．図も要所に掲載されているが，場所に

よっては内容の理解を進める上で図の説明を加えてほ

しいと思ったところもある．また，式の掲載は最小限

にとどめてあり，式の説明にはそれほど多くの紙面を

割いていない．従って，この本だけで理解するのはや

や困難にも思えた．とは言え，これだけの内容をコン

パクトにわかりやすく解説するという目的は十分に果

たしていると思う．

防災分野の方を始め河川災害に関わっておられる方

に，一度お読みになることをお勧めしたい．

（気象業務支援センター 牧原康隆)
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度東レ科学2015年 び東レ科学技術研究助成の候補者技術賞およ

記の賞・助成は公益財団法人東レ科学振興会が運

営しているものです．

１．東レ

推薦募集

標

(１)候補者の対象

① 学術上の業績が顕著な方

② 学術上重要な発見をした方

③ 効果が大きい重要な発明をした方

④ 技術上重要な問題を解決して，技術の進歩に大

きく貢献し

科学技術賞

表彰の内容

２件以内，

１件につき賞状，金メダルおよび賞金500万円

(３)候補者推薦件数

１学協会から２件以内

２．東レ科学技術研究助成

(１)候補者の対象

国内の研究機関において，自らのアイディアで

萌芽的研究に従事しており，かつ今後の研究の成

果が科学技術の進歩，発展に貢献するところが大

きいと考えられる若手研究者（原則として推薦時

た方

(２)

)．本助成が重要な研究費と位置づけら

れ，これにより申請研究が格段に進展すると期待

されることが要件．

(２)助成の内容

総額１億３千万円

１件３千万円程度まで，計10件程度

(３)推薦件数制限

１学協会から２件以内

これらの賞又は助成の応募には学会の推薦が必要で

す．気象学会の推薦を希望する方は，2015年９月９日

（水）必着で気象学会（下記）あて申請して下さい．

応募用紙等は http://www.toray.co.jp/tsf/index.

htmlからダウンロードできます（６月中旬以降)．応

募件数が上記(３)の制限を超えた場合の扱いは学会に

一任していただきます．

連絡先：〒100-0004

東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内

日本気象学会部外表彰等候補者推薦委員会

45歳以下


